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①
横
浜
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て
～
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
分
析

１
一
は
じ
め
に

①
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

　
と
は

　
こ
れ
ま
で
、
国
で
は
、
「
少
子

化
対
策
推
進
基
本
方
針
」
、
「
重
点

的
に
推
進
す
べ
き
少
子
化
対
策
の

具
体
的
実
施
計
画
に
つ
い
て
（
新

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
」
、
「
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
策
の
方
針
に

つ
い
て
」
に
基
づ
く
「
待
機
児
童

ゼ
ロ
作
戦
」
等
に
よ
り
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
支
援
を
中
心
と
し

て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
整
備
に
力
点
を
置
い
て
様
々

な
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
1
4
年
に

発
表
さ
れ
た
「
日
本
の
将
来
推
計

人
口
」
で
は
、
従
来
、
少
子
化
の

主
た
る
要
因
で
あ
っ
た
晩
婚
化
に

加
え
、
「
夫
婦
の
出
生
力
そ
の
も

の
の
低
下
」
と
い
う
新
し
い
現
象

が
見
ら
れ
、
少
子
化
は
今
後
一
層

進
行
す
る
現
状
も
明
ら
か
と
な

り
、
改
め
て
国
、
地
方
公
共
団
体
、

企
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
も
う

一
段
の
対
策
を
進
め
る
必
要
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
保
育

に
関
す
る
施
策
な
ど
「
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
支
援
」
が
中
心
で
あ

っ
た
従
来
の
取
組
に
加
え
、
①

「
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直

し
」
、
②
「
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
」
、
③
「
社
会
保
障
に
お

け
る
次
世
代
支
援
」
、
④
「
子
ど

も
の
社
会
性
の
向
上
や
自
立
の
促

進
」
と
い
う
四
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、

取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
平

成
1
5
年
３
月
に
「
次
世
代
育
成
支

援
に
関
す
る
当
面
の
取
組
方
針
」

を
ま
と
め
、
同
年
７
月
に
、
地
方

公
共
団
体
及
び
事
業
主
の
集
中

的
・
計
画
的
な
取
組
を
促
進
す
る

た
め
の
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
が
成
立
し
た
。

②
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と

　
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

　
平
成
1
5
年
７
月
に
成
立
し
た

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
は
、
「
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
た
め
の
環
境
を
整
備
す

る
」
た
め
の
計
画
で
あ
る
。
平
成

1
7
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
2
7
年
３

月
3
1
日
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ

る
。
行
動
計
画
の
策
定
は
平
成
1
7

年
か
ら
平
成
2
1
年
度
ま
で
が
１
期

と
さ
れ
、
①
子
ど
も
②
次
代
の
親

づ
く
り
③
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
④
社

会
全
体
に
よ
る
支
援
⑤
す
べ
て
の

子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
⑥
地
域

に
お
け
る
社
会
資
源
の
効
果
的
な

活
用
⑦
サ
ー
ビ
ス
の
質
⑧
地
域
特

性
の
８
つ
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が

策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
事

項
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
量
的
質
的
な
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
（
次
世

代
育
成
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
、
以

下
ニ
ー
ズ
調
査
と
す
る
。
）
を
横

浜
市
で
も
実
施
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
か
ら
就

学
前
児
童
を
持
つ
家
庭
及
び
育
児

環
境
な
ど
の
背
景
や
、
ど
の
よ
う

な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら

れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち

行
政
が
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
ち

子
育
て
支
援
に
取
組
む
べ
き
か
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

表　ニーズ調査の概要と属性の特徴（就学前児童のみ）
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２
－
二
ー
ズ
調
査
の
概
要

　
ニ
ー
ズ
調
査
の
概
要
は
表
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
全
国
調
査
「
子
育
て
支
援
策

等
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」

（
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
、
平
成
1
5

年
３
月
）
と
比
較
し
た
の
が
図
１

～
４
で
あ
る
。
き
ょ
う
だ
い
数
で

は
、
「
ひ
と
り
」
が
大
幅
に
多
い

こ
と
。
ま
た
、
世
帯
年
収
に
お
い

て
は
、
「
３
０
０
万
円
未
満
」
と

「
1
0
0
0
万
円
以
上
」
の
両
極

に
お
い
て
全
国
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
。
住
居
形
態
で
は
、
持
ち
家

一
戸
建
て
が
少
な
く
、
持
ち
家
集

合
住
宅
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
母
親
の
就
業
状
況
で
は
、

「
無
職
及
び
専
業
主
婦
」
が
7
0
・

７
％
で
全
国
を
か
な
り
上
回
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
横
浜
の
子
育

て
世
代
の
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
お

り
、
施
策
を
考
え
る
上
で
も
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、
と
考
え

ら
れ
る
。

３

調
査
項
目
の
単
純
集
計
結
果

（
抜
粋
）

　
調
査
項
目
の
中
か
ら
、
子
育
て

の
負
担
感
や
楽
し
さ
に
つ
い
て
の

項
目
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
希
望
を
抜

粋
し
て
み
た
。

①
妊
娠
中
及
び
出
産
１
か
月
く
ら

　
い
の
不
安

　
「
よ
く
あ
っ
た
」
が
妊
娠
中
1
7
・

４
％
、
出
産
後
2
4
・
２
％
、
「
時
々

あ
っ
た
」
が
妊
娠
中
4
1
・
２
％
、

出
産
後
3
6
・
５
％
で
あ
っ
た
。

②
子
育
て
中
の
困
惑

　
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

く
な
る
こ
と
が
、
「
よ
く
あ
る
」

1
0
・
３
％
、
「
時
々
あ
る
」
5
1
・

９
％
で
あ
っ
た
。

③
子
ど
も
の
世
話

　
や
る
気
が
お
こ
ら
ず
、
世
話
が

し
た
く
な
い
こ
と
が
「
よ
く
あ
る
」

５
・
６
％
、
「
時
々
あ
る
」
3
8
・

７
％
で
あ
っ
た
。

④
児
童
虐
待
に
つ
い
て

　
虐
待
を
し
て
い
る
と
思
う
こ
と

が
「
よ
く
あ
る
」
１
・
１
％
、
「
時
々

あ
る
」
2
1
・
３
％
で
あ
っ
た
。

⑤
子
育
て
中
に
一
番
し
た
い
こ
と

　
趣
味
・
娯
楽
を
楽
し
み
た
い

6
2
・
２
％
、
教
養
講
座
等
に
参
加
し

て
み
た
い
1
2
・
６
％
、
特
に
し
た
い

こ
と
は
な
い
1
1
・
0
％
で
あ
っ
た
。

⑥
一
時
保
育
の
利
用
希
望

　
こ
の
１
年
間
で
保
護
者
の
緊
急

の
用
事
で
日
中
子
ど
も
の
面
倒
を

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
5
5
・
２
％
、
な
か
っ
た
4
2
・

８
％
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
あ
っ
た
人
の
対
処
方
法

を
み
る
と
家
族
や
親
戚
・
知
人
に

預
け
た
が
8
6
・
１
％
、
子
ど
も
を

同
行
さ
せ
た
2
9
・
０
％
、
他
に
幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
、
保
育
所
の

一
時
預
か
り
、
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
、
子
ど
も
の
み
で
留
守
番
と
続

い
て
い
る
。

⑦
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
希
望

　
私
的
な
用
事
や
育
児
疲
れ
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
た
い
と
思
う
こ

と
が
「
あ
る
」
6
2
・
４
％
、
「
な

い
」
3
5
・
４
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

あ
る
と
答
え
た
人
が
子
ど
も
を
預

け
る
と
し
た
ら
希
望
す
る
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
7
5
・
６
％
が
幼
稚
園
や

保
育
所
等
で
の
子
ど
も
を
預
か
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
。

⑧
日
常
的
な
子
育
て
の
支
え

　
祖
父
母
や
親
か
ら
「
日
常
的
に

あ
る
」
2
8
・
９
％
、
「
困
っ
て
い

る
と
き
に
あ
る
」
4
8
・
４
％
、

「
な
い
」
2
1
・
７
％
で
あ
っ
た
。

⑨
父
親
が
子
育
て
に
か
か
わ
り
づ

　
ら
い
理
由

　
２
つ
ま
で
回
答
を
可
能
と
し
、

残
業
が
多
く
、
仕
事
を
優
先
せ
ざ

る
得
な
い
こ
と
7
9
・
８
％
、
子
ど

も
や
家
庭
の
こ
と
で
休
み
を
と
る

こ
と
に
職
場
の
理
解
を
得
に
く
い

こ
と
4
0
・
１
％
、
父
親
と
し
て
具

体
的
に
何
を
す
べ
き
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
こ
と
1
8
・
４
％
、
通
勤
時

間
が
長
い
こ
と
1
4
・
６
％
、
男
性

が
育
児
に
関
わ
る
こ
と
を
特
別
視

図１　きょうだいの数世帯年収について図２

図３　住居形態について図４　就業状況について（母親の就業状況）
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す
る
風
潮
が
世
間
に
あ
る
こ
と

８
・
３
％
、
男
性
が
育
児
に
関
わ

る
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
思
う
意

識
が
男
性
に
あ
る
こ
と
３
・
６
％

で
あ
っ
た
。

⑩
生
活
の
満
足
度

　
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
現
在
の

生
活
に
「
満
足
及
び
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
満
足
し
て
い
る
」
が
6
9
・
５
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
1
4
・

２
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足

し
て
い
な
い
及
び
満
足
し
て
い
な

い
」
が
1
5
・
１
％
で
あ
っ
た
。

⑪
子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
こ
と

　
子
ど
も
の
成
長
7
3
・
６
％
、
子

ど
も
を
持
つ
喜
び
が
実
感
6
5
・

１
％
、
親
へ
の
感
謝
の
念
が
生
ま

れ
た
3
7
・
６
％
、
子
育
て
を
通
じ

自
分
も
成
長
で
き
た
3
6
・
４
％
、

友
人
が
増
え
た
3
1
・
４
％
、
家
庭

が
明
る
く
な
っ
た
2
2
・
２
％
、
次

い
で
家
族
間
の
会
話
が
増
え
た
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
が
良
く
な

っ
た
こ
と
と
続
い
て
い
る
。

⑫
子
育
て
の
社
会
的
な
評
価

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
を

社
会
が
「
評
価
し
て
い
る
と
思
う

及
び
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
は
、
1
2
・
８
％
、
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
2
8
・
４
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思
わ
な
い

及
び
思
わ
な
い
」
5
8
・
４
％
で
あ

っ
た
。

⑬
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
サ
ポ
ー

　
ト
と
し
て
重
要
な
サ
ー
ビ
ス

　
２
つ
ま
で
回
答
を
可
能
と
し
、

子
育
て
中
の
人
と
の
交
流
4
3
・

８
％
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談

4
2
・
１
％
、
沫
浴
な
ど
の
ヘ
ル
パ

ー
2
4
・
Ｏ
％
、
経
験
者
か
ら
気
軽

に
話
が
き
け
る
場
や
機
会
の
提
供

2
3
・
Ｏ
％
、
助
産
師
、
保
健
師
等
の

家
庭
訪
問
2
0
・
Ｏ
％
、
母
親
の
健

康
面
の
相
談
1
8
・
１
％
で
あ
っ
た
。

⑭
子
育
て
を
楽
し
く
、
安
心
し
て

　
行
う
た
め
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

　
３
つ
ま
で
回
答
を
可
能
と
し
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
や
機
会
の

提
供
6
0
・
２
％
、
親
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
場
や
機
会
の
提
供
4
4
・

９
％
、
親
同
士
の
仲
間
づ
く
り

3
7
・
７
％
、
親
の
不
安
や
悩
み
の

相
談
3
0
・
９
％
、
子
育
て
に
関
す

る
総
合
的
な
情
報
提
供
2
8
・

２
％
、
父
親
の
育
児
参
加
に
関
す

る
意
識
啓
発
2
0
・
９
％
、
子
ど
も

の
病
気
や
障
害
に
つ
い
て
の
相
談

1
4
・
７
％
、
子
ど
も
の
発
達
や
幼

児
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
1
3
・

５
％
、
子
育
て
の
講
座
５
・
８
％

で
あ
っ
た
。

４
一
調
査
項
目
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果

　
次
に
、
子
育
て
の
負
担
感
や
困

難
感
に
、
有
意
の
差
を
も
た
ら
し

て
い
る
項
目
を
あ
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

①
妊
娠
中
及
び
出
産
１
か
月
く
ら

　
い
の
不
安

　
(
1
)
年
収

　
年
収
３
０
０
万
円
未
満
で
は
、

妊
娠
中
の
不
安
が
よ
く
あ
っ
た
と

答
え
た
割
合
が
高
い
。

　
(
2
)
日
常
的
な
子
育
て
の
支
え

　
　
「
支
え
が
な
い
」
で
は
、
産
後

１
か
月
く
ら
い
の
不
安
が
よ
く
あ

っ
た
と
答
え
た
割
合
が
高
い
。

　
(
3
)
生
活
の
満
足
度

　
生
活
の
満
足
に
つ
い
て
、
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
ま
あ
不

満
」
「
不
満
足
」
と
も
に
妊
娠
中

の
不
安
及
び
産
後
Ｉ
か
月
く
ら
い

の
不
安
が
よ
く
あ
っ
た
と
答
え
た

割
合
が
高
い
。

　
(
4
)
子
育
て
の
社
会
的
な
評
価

　
　
「
評
価
し
て
い
な
い
」
で
は
、

妊
娠
中
の
不
安
及
び
産
後
１
か
月

く
ら
い
の
不
安
が
よ
く
あ
っ
た
と

答
え
た
割
合
が
高
い
。

②
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
サ
ポ
ー

　
ト
と
し
て
重
要
な
サ
ー
ビ
ス

　
(
1
)
子
ど
も
の
年
齢

　
マ
イ
ナ
ス
ー
歳
で
は
、
助
産

師
・
保
健
師
等
の
家
庭
訪
問
の
割

合
が
高
い
。

　
(
2
)
子
ど
も
の
順
位

　
１
番
目
（
第
１
子
）
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
、
助
産
師
・

保
健
師
等
の
家
庭
訪
問
の
割
合
が

高
く
、
２
番
目
及
び
３
番
目
（
第

２
及
び
３
子
）
で
は
、
沐
浴
な
ど

の
ヘ
ル
パ
ー
の
割
合
が
高
い
。

　
(
3
)
家
族
類
型

　
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
家
族
構
成

で
は
沫
浴
な
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
の
割

合
が
高
い
。

　
(
4
)
日
常
的
な
子
育
て
の
支
え

　
日
常
的
な
支
え
が
「
あ
る
」
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
の
割

合
が
高
い
。
逆
に
「
な
い
」
で
は
、

沫
浴
な
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
の
割
合
が

高
い
。

　
(
5
)
生
活
の
満
足
度

　
生
活
が
「
満
足
し
て
い
る
」
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
を
、

「
ま
あ
不
満
」
で
は
、
沐
浴
な
ど

の
ヘ
ル
パ
ー
の
割
合
が
高
い
。

　
(
6
)
子
育
て
の
社
会
的
な
評
価

　
子
育
て
の
評
価
が
「
ま
あ
評
価

し
て
い
る
」
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児

相
談
を
、
「
評
価
し
て
い
な
い
」

で
は
、
沫
浴
な
ど
の
ヘ
ル
パ
ー
の

割
合
が
高
い
。

③
児
童
虐
待

　
(
1
)
子
ど
も
の
年
齢

　
２
歳
、
３
歳
、
４
歳
で
は
、
虐

待
を
時
々
し
て
い
る
と
思
う
と
答

え
た
割
合
が
高
い
。

　
(
2
)
家
族
類
型

　
祖
母
と
同
居
し
て
い
る
家
族
構

成
で
は
、
虐
待
を
し
て
い
な
い
と

答
え
た
割
合
が
高
い
。

　
(
3
)
日
常
的
な
子
育
て
の
支
え

　
日
常
的
な
支
え
が
「
あ
る
」
で

は
、
虐
待
を
し
て
い
な
い
と
答
え

た
割
合
が
高
い
。

　
逆
に
、
「
な
い
」
で
は
、
虐
待

を
時
々
し
て
い
る
と
思
う
と
答
え

た
割
合
が
高
い
。

　
(
4
)
就
業
状
況
（
母
の
職
業
別
）

　
母
親
の
職
業
別
に
み
る
と
、
常

勤
者
で
は
、
「
虐
待
を
し
て
い
な

い
」
と
答
え
た
割
合
が
高
く
、
逆

に
、
パ
ー
ト
で
は
「
よ
く
あ
る
」
、

内
職
で
は
「
時
々
あ
る
」
と
答
え

た
割
合
が
高
い
。

　
(
5
)
生
活
の
満
足
度

　
生
活
の
満
足
に
つ
い
て
、
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
ま
あ
不

満
」
「
不
満
足
」
と
も
に
虐
待
を

時
々
し
て
い
る
と
思
う
割
合
が
高

い
。
さ
ら
に
、
「
不
満
足
」
で
は

虐
待
が
よ
く
あ
る
と
答
え
た
割
合

が
高
い
。

　
(
6
)
子
育
て
の
社
会
的
な
評
価

　
　
「
評
価
し
て
い
な
い
」
で
は
、

虐
待
が
あ
る
及
び
時
々
あ
る
と
答

え
た
割
合
が
高
い
。

④
子
育
て
を
楽
し
く
、
安
心
し
て

　
行
う
た
め
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

　
(
1
)
子
ど
も
の
年
齢

　
マ
イ
ナ
ス
１
歳
で
は
、
総
合
的

な
情
報
提
供
と
親
同
士
の
仲
間
づ

く
り
に
つ
い
て
の
割
合
が
高
い
。

　
(
2
)
子
ど
も
の
順
位

　
１
番
目
（
第
１
子
）
で
は
、
総

合
的
な
情
報
提
供
と
親
同
士
の
仲

間
づ
く
り
、
子
ど
も
の
発
達
や
幼

児
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
に

つ
い
て
の
割
合
が
高
い
。

　
(
3
)
就
業
状
況
（
母
の
職
業
別
）
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母
親
の
職
業
別
に
み
る
と
、
専

業
主
婦
で
は
、
親
同
士
の
仲
間
づ

く
り
や
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
や

機
会
の
提
供
に
つ
い
て
の
割
合
が

高
い
。

　
(
4
)
生
活
の
満
足
度

　
生
活
が
「
満
足
し
て
い
る
」
で

は
、
親
同
士
の
仲
間
づ
く
り
を
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
で
は
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
を
、
「
ま
あ

不
満
」
で
は
、
父
親
の
意
識
啓
発

に
つ
い
て
の
割
合
が
高
い
。

　
(
5
)
子
育
て
の
社
会
的
な
評
価

　
子
育
て
の
評
価
が
「
ま
あ
評
価

し
て
い
な
い
」
「
評
価
し
て
い
な

い
」
で
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

に
つ
い
て
の
割
合
が
高
い
。
ま
た
、

「
評
価
し
て
い
な
い
」
で
は
、
父

親
の
意
識
啓
発
の
割
合
が
高
い
。

「
ま
あ
評
価
し
て
い
る
」
で
は
、

親
の
不
安
や
悩
み
の
相
談
と
総
合

的
な
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
割
合

が
高
い
。

⑤
父
親
が
子
育
て
に
か
か
わ
り
づ

　
ら
い
理
由

　
(
1
)
就
業
状
況
（
母
の
職
業
別
）

　
母
親
の
職
業
別
に
み
る
と
、
常

勤
者
で
は
、
職
場
に
理
解
が
な
い
、

男
性
の
育
児
を
特
別
視
が
、
専
業

主
婦
で
は
、
残
業
が
多
く
、
仕
事

を
優
先
せ
ざ
る
得
な
い
こ
と
に
つ

い
て
割
合
が
高
い
。

　
(
2
)
日
常
的
な
子
育
て
の
支
え

　
日
常
的
な
支
え
が
「
な
い
」
で

は
、
通
勤
時
間
が
長
い
こ
と
の
割

合
が
高
い
。

　
(
3
)
生
活
の
満
足
度

　
生
活
が
「
不
満
足
」
で
は
、
父

親
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
男
性
が
育
児
に

関
わ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
思

う
意
識
の
割
合
が
高
い
。

⑥
世
帯
年
収

　
(
1
)
家
族
類
型

　
３
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
で

は
、
祖
父
母
と
の
同
居
割
合
が
高

い
。
ま
た
、
７
０
０
万
円
以
上
の

世
帯
で
は
、
き
ょ
う
だ
い
が
い
る

割
合
が
高
い
。

　
(
2
)
主
に
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
人

　
特
に
年
収
２
０
０
万
円
未
満
の

世
帯
で
は
、
祖
父
母
の
同
居
割
合

が
高
い
。

　
(
3
)
就
業
状
況
（
母
の
職
業
別
）

年
収
３
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
は
、
パ
ー
ト
就
労
の
割
合
が
高
い
。

　
年
収
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
は
、
パ
ー
ト
就
労
の
割
合
が
高

く
、
４
０
０
～
７
０
０
万
円
未
満

の
世
帯
で
は
、
専
業
主
婦
の
割
合

が
高
い
。
ま
た
、
７
０
０
万
円
以

上
の
世
帯
で
は
、
常
勤
者
の
割
合

が
高
い
。

５

今
後
の
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
今
回
の
調
査
で
も
、
就
学
前
児

童
を
持
つ
子
育
て
家
庭
の
傾
向
と

し
て
「
核
家
族
」
「
主
に
母
親
が

子
育
て
を
担
う
」
「
母
親
の
多
く

は
、
専
業
主
婦
」
が
読
み
取
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
横
浜
市
は
全
国

に
比
べ
、
「
母
親
が
常
勤
者
」
「
世

帯
年
収
が
３
０
０
万
円
未
満
」
と

「
1
0
0
0
万
円
以
上
」
に
属
す

る
家
庭
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
読

み
取
れ
、
様
々
な
家
庭
の
あ
り
よ

う
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
そ
こ
で
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て

の
子
育
て
家
庭
」
を
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
単

純
集
計
及
び
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果

か
ら
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支

援
内
容
と
視
点
を
ま
と
め
た
。

①
妊
娠
中
、
出
産
直
後
の
不
安
に

　
対
す
る
支
援

　
妊
娠
及
び
出
産
を
経
験
し
、
戸

惑
い
や
不
安
を
約
半
数
が
感
じ
て

お
り
、
妊
娠
中
、
特
に
出
産
直
後

で
、
外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
時

期
に
は
、
訪
問
等
、
家
庭
に
出
向

き
、
不
安
を
軽
減
す
る
よ
う
な
支

援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

②
子
ど
も
の
年
齢
及
び
き
ょ
う
だ

　
い
の
有
無
な
ど
踏
ま
え
た
支
援

　
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
合
わ

せ
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

異
な
る
。
（
例
　
乳
児
期
…
親
同
士

の
仲
間
づ
く
り
、
情
報
提
供
な
ど
）

　
ま
た
、
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
家

庭
で
は
、
ヘ
ル
パ
ー
等
、
子
育
て

そ
の
も
の
を
担
う
支
援
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

③
主
に
子
育
て
を
担
う
人
の
就
業

　
状
況
の
違
い
を
踏
ま
え
た
子
育

　
て
支
援

　
専
業
主
婦
で
は
、
親
同
士
の
仲

間
づ
く
り
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る

場
や
機
会
の
提
供
な
ど
家
庭
の
外

で
親
子
が
交
流
で
き
る
機
会
を
求

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の

自
覚
の
有
無
で
は
、
常
勤
者
で
は

無
と
答
え
る
割
合
が
高
く
、
逆
に

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
常
勤

者
よ
り
長
い
と
思
わ
れ
る
パ
ー
ト
・

内
職
者
で
は
有
と
答
え
て
い
る
。

や
は
り
、
就
業
状
況
や
子
ど
も
と

関
わ
る
時
間
な
ど
を
考
慮
し
た
子

育
て
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

④
支
え
ら
れ
、
社
会
が
子
育
て
を

　
評
価
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

　
支
援

　
夫
以
外
に
祖
母
を
は
じ
め
と
す

る
親
族
の
日
常
的
な
支
え
が
あ
る

人
は
３
～
４
人
に
１
人
に
留
ま
っ

て
い
る
。
通
勤
時
間
が
長
い
父
親

に
、
子
育
て
の
支
え
を
求
め
る
こ

と
が
難
し
い
家
庭
の
状
況
も
垣
間

見
え
、
楽
し
く
、
安
心
し
て
子
育

て
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
ヘ
ル
パ
ー
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
場
な
ど
負
担
感
の
軽

減
で
き
る
子
育
て
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
６
割
近
く
の
家
庭
が

「
子
育
て
を
社
会
が
評
価
し
て
い

る
と
思
わ
な
い
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
思
わ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

や
は
り
、
子
育
て
へ
の
不
安
、
悩

み
や
負
担
感
を
抱
え
、
さ
ら
に
社

会
が
子
育
て
を
評
価
し
て
い
な
い

と
感
じ
る
家
庭
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
現
実
を
受
け
止
め
、
少
し

で
も
減
少
す
る
よ
う
、
地
域
社
会

が
子
育
て
環
境
を
真
剣
に
考
え
、

支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る

取
組
が
必
要
で
あ
る
。

８
－
お
わ
り
に

　
こ
の
ニ
ー
ズ
調
査
か
ら
顕
在
化

し
た
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
を
踏

ま
え
、
横
浜
市
は
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
の
基
本
目
標
と
個
別

目
標
を
策
定
し
、
今
後
５
年
間
の

子
育
て
支
援
の
方
向
性
を
定
め
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
子

育
て
家
庭
の
支
援
で
あ
る
た
め
に

は
、
潜
在
的
な
子
育
て
家
庭
の
実

態
や
、
個
々
の
生
活
背
景
を
踏
ま

え
た
子
育
て
支
援
の
あ
り
よ
う
を

考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

し
て
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
地
域

社
会
が
包
容
力
の
あ
る
地
域
力
を

持
つ
た
め
に
、
行
政
は
ど
の
よ
う

な
取
組
を
す
べ
き
か
、
今
後
も
引

き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

〈
戸
矢
崎
悦
子
＝
子
育
て
支
援
事

業
本
部
担
当
係
長
∇
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